
ノロウイルス食中毒予防として、拭き取り検査（環境調査）によるノロウイルス検査を行いませんか？　

　・ノロウイルスは感染力が強く、少量でも発症します。

　（ノロウイルス感染症・食中毒の発生を未然に防止するため、環境中のノロウイルス検査(拭取り検査)が重要です！）

　 ■ 検査方法・報告表記

　　　リアルタイムＲＴ－ＰＣＲ法　

　　　　陽性・陰性で報告　　※型別・ウイルス量の報告はしません。

■ 拭取り箇所

ト イ レ ：　トイレのドアノブ、手洗いシンク・カラン、便座裏、便器周辺の床など

 厨房設備 ：　食品取扱者の手指、冷蔵庫取っ手、シンク、ドアノブなど

 厨房器具 ：  包丁、まな板、食器具、調理台等の調理器具など

 医療機関 ：　待合室、居室、食堂、厨房、廊下手摺、浴室、トイレなど

■ 採取方法
　１．採取直前に採取容器内の希釈液(生理食塩水)を           ２．容器本体から拭取り用綿棒を抜き、検査対象箇所を

　　　　　　 すべて捨てる 　　   　　   約100cm2(10cm×10cm)程度、拭き取る

　３．拭き取った綿棒を採取容器に戻す

注) 採取後、冷蔵保存
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【サンプリング箇所（例）】
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